
2022 年度夏学期 第２回 駒場物性セミナー 

 

物質カイラリティと巨視的スピン応答 

 

講師： 戸川 欣彦 氏 (大阪公立大学大学院 工学研究科 電子物理工学分野) 

日時： 2022年 5月 13日（金） 午後 4時 50 分 

場所： 対面（16号館 827室）及びオンライン（Zoom）開催  

Zoom 参加の方は、駒場物性セミナーの HP から参加登録をお願いします 

 

 カイラリティの概念は分子から生態系まで自然界の様々な階層に見出される．それは鏡像異性

体に見て取れるように幾何学的な関係を意味する．加えて，回転と並進の結合という動的な対称性

を併せ持ち，ダイナミクスを誘起する．カイラリティの重要性は化学や生化学に比べて物性物理学

ではあまり議論されていないように思える．本講演では，物質がもつカイラリティの意味を踏まえ

て，カイラリティとスピンの関係について論じる．最近見出された《カイラル物質に誘導される巨

大なスピン偏極現象》を紹介する．スピン拡散長を超える長さに亘ってスピン偏極が観察されてお

り，物質カイラリティが巨視的スケールでスピン応答を制御する鍵となっている．カイラリティと

スピンを中軸に据えたカイラル物質科学が切り開かれようとしている． 
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○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！  
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